
こまつ座 第 161 回公演 
 
 

 
 

 

作：井上ひさし  演出：鵜山 仁 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          横田栄司         彩吹真央      岡本圭人       霧矢大夢 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  松角洋平      平体まひろ     朴 勝哲（演奏） 
 

 

  

兄は民本主義を唱えた大正デモクラシーの旗手・吉野作造。弟は高級官僚の吉野信次。 

立場も信条も正反対の二人が繰り広げる痛快な兄弟喧嘩は、現代日本を見据えていた！！ 

「国も一つのおにぎりと似ている！」 
と説く吉野作造のむずかしいことをやさしく描いた、歌あり踊りありの評伝劇。 

 

【公演日程】 

＜東京公演＞ ２０２６年１０月１１日(日)～１１月１日(日) 紀伊國屋サザンシアター TAKASHIMAYA 

＜大阪公演＞ ２０２６年１１月３日(火・祝)  茨木市文化・子育て複合施設おにクル ゴウダホール 



 

◆作品紹介◆ 
大正デモクラシーを代表する有名な政治学者で、民本主義を唱えた兄・吉野作造と、農商務省の高級官

僚、戦前の商工大臣を務めた弟・吉野信次の兄弟を描く音楽劇スタイルの評伝劇です。 

２００３年に初演し、演出の鵜山仁さんが読売演劇大賞最優秀演出家賞に、ピアノ演奏の朴勝哲さんが

読売演劇大賞優秀スタッフ賞に輝くなど、高い評価を受けました。２００６年には作者が大幅に加筆をし、二

幕構成に仕立て直して、東京だけでなく全国を巡演、さらに圧倒的な好評を得ました。２００９年、宮本裕子

さんと高橋紀恵さんを加えた新たなキャストでの再々演では、剣幸さんが読売演劇大賞優秀女優賞に輝

き、引き続き高い評価を受けました。 

今回はキャストを刷新し、名実ともに個性豊かな俳優陣を迎え、こまつ座評伝劇の決定版ともいえる本作

を、満を持してお届けします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆あらすじ◆ 
民本主義を唱えた吉野作造（横田栄司）の実弟・吉野信次（岡本圭人）

は、兄とは正反対の道を歩み農商務省の官僚からついには商工省の大臣

にまでのぼりつめた人物。作造、信次の兄弟は、それぞれ玉乃（彩吹真

央）、君代（霧矢大夢）という姉妹と結婚し、二組の兄弟姉妹が、二組の夫

婦となった。右翼などの攻撃を受けながら言論の自由のために闘った作造

と、有能な官僚として国家のために仕事をし、兄を「非国民」と批判する信

次との対立、顔を合わせれば必ず対立する二人の夫の関係をよくしようと

姉妹は懸命になる。この四人を軸に、ときに右翼の男（松角洋平）が作造

の暗殺をはかり、またときに説教強盗の女（平体まひろ）が信次を縛り上げ

説教する……。こうして各場で上を下への騒動が巻き起こる。 

 

◆みどころ◆ 

「むずかしいことをやさしく、やさしいことをふかく、ふかいことをゆかいに、 

ゆかいなことをまじめにかくこと」（井上ひさし『ゆれる自戒』の一部）を

主義としていた井上ひさしが、今の時代に「なぜ？」と立ち止まり問いかけ

続けることの大切さを織り込んだ本作。待望の５度目の上演です。宇野誠

一郎さんの音楽と、謝珠栄さんの振付が加わり、吉野作造の「歌い踊り、憲

法を考える」芝居になっています。 

 

  

 受賞歴  

・２００３年（初演時）  

読売演劇大賞最優秀演出家賞 ＜鵜山仁＞   読売演劇大賞優秀スタッフ賞  ＜朴勝哲＞ 

・２００９年（再々演時） 

読売演劇大賞優秀女優賞    ＜剣幸＞ 

 

２０１４年公演舞台写真(撮影：谷古宇正彦) 

２０１４年公演舞台写真(撮影：谷古宇正彦) 



 

◆こまつ座とは 
１９８３年、作家・劇作家の井上ひさしが座付作家として立ち上げ、翌年『頭痛肩こり樋口一葉』で旗揚げ。

以降、井上ひさしに関わる舞台を専門に作り続けています。近年の受賞作に２００３年読売演劇大賞最優

秀作品賞（『太鼓たたいて笛ふいて』）、２０１０年読売演劇大賞芸術栄誉賞（井上ひさし）、２０１２年紀伊

國屋演劇賞団体賞 （「井上ひさし生誕７７フェスティバル２０１２」の舞台成果）、２０１２年第３７回菊田一

夫演劇賞特別賞（井上ひさしの優れた演劇世界を、演劇人の良心を注いで作り上げた永年の舞台製作

における功績に対して）、２０１６年読売演劇大賞優秀作品賞（『マンザナ、わが町』）、２０１７年文化庁芸

術祭賞の演劇部門において関東参加公演の部で大賞を受賞。２０２０年第５回『澄和 Futurist賞』（顕

彰事業）受賞。その他にも受賞歴多数。 

 
「むずかしいことをやさしく やさしいことをふかく 

        ふかいことをゆかいに ゆかいなことをまじめに 書くこと」 ― 井上ひさし 

 

 

◆スタッフ 

［作］ 井上ひさし 
＜プロフィール＞ 

１９３４年山形県生まれ。６９年『日本人のへそ』で演劇界へ本格的にデビュー。

７２年『道元の冒険』で岸田國士戯曲賞受賞。以降、戯曲、小説など幅広く活
躍する。８１年、小説『吉里吉里人』で日本ＳＦ大賞受賞。翌年、読売文学賞小
説賞を受賞。８４年には『頭痛肩こり樋口一葉』で自作のみを上演する「こまつ
座」を旗揚げ。また、新国立劇場の柿落とし公演『紙屋町さくらホテル』を書き
下ろす。 そのほか、『化粧』『父と暮せば』『ムサシ』などは海外で上演され高
い評価を得ている。遺作『組曲虐殺』まで七十近い戯曲を書き下ろした。直木
賞、紀伊國屋演劇賞、読売文学賞（戯曲部門・小説部門）、吉川英治文学賞、
菊池寛賞、朝日賞など受賞歴も数多い。２００４年には文化功労者に選ばれ、０
９年には、戯曲を中心とする広い領域における長年の業績で恩賜賞日本藝術
院賞を受賞した。 ２０１０年４月９日逝去。 

 

 

 

 

  

こまつ座の事務所には井上ひさし直筆の色紙を飾り、その思いを受け継いでいる 



［演出］鵜山 仁 
＜プロフィール＞ 

１９５３年奈良県生まれ。文学座演出部所属。近年の主な演出作品に、 『女の一生』、

『その人を知らず』、『ヘンリー五世』、『この道はいつか来た道』、オペラ『カルメン』、

『鹿鳴館』、『ヘンリー二世』など。こまつ座では『雪やこんこん』、『人間合格』、『連鎖

街のひとびと』、『紙屋町さくらホテル』、『円生と志ん生』、『芭蕉通夜舟』、『イーハト

ーボの劇列車』、『小林一茶』、『化粧二題』、『日の浦姫物語』、『泣き虫なまいき石川

啄木』など。『父と暮せば』などで読売演劇大賞優秀賞演出家賞、『おばかさんの夕

食会』などで毎日芸術賞千田是也賞、『コペンハーゲン』などで紀伊國屋演劇賞、

『兄おとうと』などで読売演劇大賞グランプリと最優秀演出家賞、『ヘンリー六世』で

読売演劇大賞最優秀演出家賞を受賞している。１９８７年の『雪やこんこん』以来、こま

つ座の公演を３０００ステージ近く手がけている、井上ひさしが絶対的な信頼をおいて

いた演出家のひとりである。２０１５年の本作ほかの演出において、第２３回読売演劇

大賞 最優秀演出家賞受賞。２０２０年、紫綬褒章受章。２４年、文学座代表に就任。 
 
＜コメント＞ 

「人間らしい生き方」とか、「よりよい社会のあり方」とか、「国のもとになるのは何か」とか、誰もそんなこ

とを話さなくなったこの乱世。その混乱の先に、どんな未来を描けばいいのか、もう一度しっかりと考える

時なんだろうという気がします。 

普通の生活をどうやって守るのか、まずそこに軸足を置かないと、僕らは肥大化した欲望という、とんでも

ない怪物に引きずり回されてしまう。 

『兄おとうと』は、作者・井上ひさしの、現代への警鐘だと思います。 
 
 

［統括］井上麻矢（こまつ座代表） 
＜プロフィール＞ 

１９６７年、作家、劇作家の故・井上ひさしの三女として東京・柳橋に生まれる。千葉県市川

市で育ち、御茶ノ水の文化学院高等部英語科に在学中に渡仏。帰国後、スポーツニッポン

新聞東京本社勤務や二期リゾートで二期倶楽部東京直営ギャラリーの企画を担当など

様々な職を経験。傍らでは、ＩＦＰＡ（英国）認定国際アロマセラピスト、フィジカルトレーナー

としても活躍。２００９年４月こまつ座入社。同年７月より支配人、同年１１月より代表取締役

社長に就任。13 年、井上ひさしが遺した構想を基に自身が企画・制作した舞台『木の上

の軍隊』を上演。１４年市川市民芸術文化奨励賞受賞。１５年、井上ひさしから語られた珠

玉の言葉７７をまとめた「夜中の電話 ―父・井上ひさし最後の言葉」、同年、自身が企画し

た松竹映画「母と暮せば」の小説版「小説 母と暮せば」（山田洋次監督と共著）を連続刊

行。２２年より、尚美学園大学芸術情報学部舞台表現学科の講師なども務める。同年１１月

公開のドキュメンタリー映画「長崎追想 父・井上ひさしへの旅」に出演。２３年岡山市民劇

場プロデューサー賞。２５年「木の上の軍隊」映画化にプロデューサーとして参加。同年、井

上ひさしの戯曲を長年に渡り上演し続ける功績として、紀伊國屋演劇大賞特別賞を受賞。 
 

＜コメント＞ 
吉野作造先生が説いたこの言葉はいつも私たちを励ましました。 

そして、今こそこの言葉の意味を深く考える時代はないと思います。 

「私たちが最も心がけるべきことは、今現在正しいとされることを守り続けることよりも、常により正しいことを追求

する向上的な態度をもつことでなければなりません。」 

実行の人であり続けた姿は、時代が変わりゆく清々しい勇気を与えてくれます。 

その弟である、信次さんも、ある意味実行の人でした。過剰になりすぎた現代に、演出家の鵜山仁さんが、素晴ら

しいキャストをお迎えして、おしゃれに真面目に、そして過激に挑む新しい『兄おとうと』です。  



 

◆出演者 
 

吉野作造 役 ： 横田栄司（よこた・えいじ） 
＜プロフィール＞ 

東京都出身。１９９４年文学座附属演劇研究所入所。１９９９年座員となり、現在に至る。

『ヘンリー五世』（演出：ジョン・ケアード）、『The Silver Tassie 銀杯』（演出：宮田

慶子）にて、第２６回読売演劇大賞・優秀男優賞を受賞。主な出演作品に【舞台】『ハ

ムレット』『リチャード三世』（演出：蜷川幸雄）、『オレステイア』（演出：上村聡史）、

『愛と哀しみのシャーロック・ホームズ』（演出：三谷幸喜）、『デスノート  THE 

MUSICAL』（演出：栗山民也）、『終わりよければすべてよし』（演出：吉田鋼太郎）、

『オセロー』（演出：鵜山仁）、『リア王』（演出：フィリップ・ブリーン）【テレビ】「真田丸」

「麒麟がくる」「鎌倉殿の１３人」「あんぱん」「ボーダレス～広域移動捜査隊～」、【映

画】「太陽は動かない」「シン・ウルトラマン」など。こまつ座初参加となる。 

＜コメント＞ 

吉野作造役の横田栄司と申します。 

作造さんはとんでもないインテリです。知のお化けです。でもどこかチャーミングなお方で、井上ひさしさん

のモットーに服を着せたような人です。 

「むずかしいことをやさしく やさしいことを深く 深いことをおもしろく」 

たくさん稽古をして皆さまのご来場をお待ちしております。どうぞお楽しみに。 

 

 

吉野玉乃 役 ： 彩吹真央（あやぶき・まお） 
＜プロフィール＞ 

大阪府出身。１９９４年宝塚歌劇団入団。繊細な演技力とのびやかな歌声を持つ男役

スターとして活躍。２０１０年宝塚歌劇団を退団。現在は舞台を中⼼に、コンサートやラ

ジオドラマなど多岐にわたって活動している。 

主な出演作品に【舞台】『サンセット大通り』（演出：鈴木裕美）、『アドルフに告ぐ』

（演出：栗山民也）、『ロコへのバラード』 （演出：小林香）、『End of the RAINBOW』

『フリーダ・カーロ』（演出：上田一豪）、『ロミオ＆ジュリエット』（演出：小池修一郎）、

『ISSA in Paris』（演出：藤田俊太郎）、『チャーリーとチョコレート工場』（演出：ウォ

ーリー木下）、朗読歌劇『心中・恋の大和路」（演出：荻田浩一）など。こまつ座では『イ

ヌの仇討』（演出：東憲司）に出演。 

＜コメント＞ 

横田栄司さん演じる吉野作造の妻・玉乃役を務めます。 

へそくりや、まごころ込めたおにぎり等の日常の小さな幸せを散りばめ、様々な「なぜ？」を楽しい芝居や歌、

踊りで綴る物語。 

作中で描かれる“姉いもうと”を、宝塚の同期である霧矢大夢と演じられることも楽しみです！ 

井上ひさし先生が紡ぐ明治・大正・昭和に生きる人びとの“生きた言葉”に触れ、笑顔と明日への元気を

お持ち帰りください。 

劇場でお待ちしております！ 

 

  



 
吉野信次 役 ： 岡本圭人 （おかもと・けいと） 

＜プロフィール＞ 

東京都出身。Hey! Say! JUMPのメンバーとして、音楽活動に加え、バラエティ・舞台・

ドラマ・ラジオ・CMなどで活躍。アメリカ最古の名門演劇学校であるアメリカン・アカデ

ミー・オブ・ドラマティック・アーツで演技を学ぶ。２０２１年より俳優業を中心とし新たに

活動開始。近年の主な出演作品に【舞台】『Le Fils 息子』『La Mère 母』『飛び立

つ前に』（演出：ラディスラス・ショラー）、『4000 マイルズ～旅立ちの時～』（演出：上

村聡史）、『チョコレートドーナツ』（演出：宮本亞門）、『ハムレット』（演出：野村萬斎）、

『反乱のボヤージュ』（演出：鴻上尚史）、『月を抱く人魚 ―雨月物語より―』（演出：

生田みゆき）、【テレビ】「大奥 Season2」「リズム」「育休刑事」など。こまつ座初参

加となる。 

＜コメント＞ 

『兄おとうと』の台本を読み、僕は改めて、「疑問を持つ」ということの素晴らしさを感じるようになりました。

「なぜ？」と問いかけることによって、世界に色が付いていく感覚が好きなんです。なぜ空は青くて、綺麗な

のだろう？なぜ自分は当たり前の日常や、平和な生活をおくることが出来ているのだろう？なぜ舞台に立

つことが出来るのだろう？明確な答えはまだ分かりませんが、きっとこの舞台をお客様に届ける頃には答え

が出ているかもしれません。僕はこの作品を読み、なんだか世界が少しだけ変わったような気がしています。

きっと皆様にもそんなきっかけになるかもしれない……そんな想いを胸に、精一杯稽古を重ねて、井上ひさ

し先生の言葉を届けたいと思っています。よろしくお願いします。 

 

 

吉野君代 役 ： 霧矢大夢 （きりや・ひろむ） 
＜プロフィール＞ 

大阪府出身。元宝塚歌劇団月組トップスター。在団中の主な出演作に、『エドワード８

世』（演出：大野拓史）『スカーレットピンパーネル』『エリザベート』（演出：小池修一

郎）『ME AND MY GIRL』（演出：三木章雄）など。２０１２年宝塚歌劇団退団後は舞

台を中心に活躍。２０１４年『I DO! I DO!』（演出：大河内直子）にて読売演劇大賞 

優秀女優賞を受賞。 

近年の主な出演作は、【舞台】『三人姉妹』（演出：大河内直子）、『マチルダ』（演出：

マシュー・ウォーチャス）『ピピン』（演出：ダイアン・パウルス）、『ニュージーズ』（演出：

小池修一郎）、『フィガロ』（演出：荻田浩一）、『レベッカ』（演出：山田和也）など。こま

つ座では『連鎖街のひとびと』（演出：鵜山仁）に出演。 

＜コメント＞ 

『兄おとうと』のおとうと、吉野信次の妻、君代を演じさせて頂きます。私にとっては２０２３年『連鎖街のひ

とびと』以来のこまつ座参加です。鵜山仁さん演出、井上ひさし先生の織りなす世界の住人に、またなれ

る事が大変待ち遠しく、とても楽しみにしています。宝塚時代の同期である彩吹真央の妹役というのも、

何という妙縁でしょうか。 

出演者がたった６人と、朴さんのピアノで、エネルギッシュな昭和の物語をご堪能頂きたいと思います。 

 

  



青木存義 役 ： 松角洋平 （まつかど・ようへい） 
＜プロフィール＞ 

長崎県出身。文学座を退団後、現在に至る。 

主な出演作品に【舞台】『ヘンリー六世』『リチャード三世』『ヘンリー四世』『ヘンリー

五世』『リチャード二世』（演出：鵜山仁）、【映画】「無頼」「十一人の賊軍」「関ヶ原」

「燃えよ剣」「すばらしき世界」「火の華」【テレビ】「監察医 朝顔２」「絶対零度〜情報

犯罪緊急捜査〜」「あの子の子ども」「東京バイス Season2」など。こまつ座では『紙

屋町さくらホテル』『小林一茶』『父と暮せば』（演出:鵜山仁）に出演。 

 

＜コメント＞ 

戯曲の中の井上先生の言葉に、「ここでともによりよい生活をめざそうという願いが国のもとになる。」という

一文がある。これは全ての組織でいえることであり、さらに言えば、主語を我々「地球人」として考えられるよ

うにこの『兄おとうと』という戯曲は書かれているのではないか。今だけ金だけ自分だけという考えの地球人

が少しでも減ることを願うばかりである。 

愛 だろっ、愛。 

  

大川勝江 役 ： 平体まひろ （ひらたい・まひろ） 
＜プロフィール＞ 

北海道札幌市出身。２０１７年文学座附属演劇研究所に入所、２０２２年に座員となり、

現在に至る。主な出演作品に【舞台】『紙屋悦子の青春』（演出：藤井ごう）、『演劇

【推しの子】２．５次元舞台編』（演出：中屋敷法仁）、『殿様と私』（演出：マキノノゾ

ミ）、『嵐 THE TEMPEST』（演出：小笠原響）、『燃える花嫁』（演出：生田みゆき）、

『華岡青洲の妻』（演出：鵜山仁）、『鹿鳴館異聞』（演出：扇田拓也）、『夢去りて、オ

ルフェ』（演出：大河内直子）、【テレビ】「やさしい猫」「虎に翼」、【ラジオ】「月のスケ

ッチブック」など。こまつ座では『花よりタンゴ』（演出：栗山民也）に出演。 

＜コメント＞ 

戯曲をはじめて読んだ時、「この作品に出会うために演劇を続けていたんだ」と身体の奥底から血がたぎ

りました。歴史は繰り返すとは言いますが、あんまりに繰り返しすぎだろ！な世の中で、この作品に携われる

ことを、光栄にも、おそろしくも、感じています。 

にんげんと、くにと、むかしと、いまに、「なぜ？」と問い続けながら、素敵な先輩方と精一杯創作に励みます。

劇場でお待ちしております！ 

  

演奏 ： 朴 勝哲 （ぱく・すんちょる） 
＜プロフィール＞ 

兵庫県出身。桐朋学園大学音楽学部ピアノ専攻卒業。井上作品を主に、こまつ座、新

国立劇場などの演劇作品で演奏。こまつ座『兄おとうと』（演出：鵜山仁）のピアノ演奏

で、第１１回読売演劇大賞優秀スタッフ賞、ホリプロ『スリル・ミー』（演出：栗山民也）の

演奏で２０１９年第２６回読売演劇大賞優秀スタッフ賞受賞。新国立劇場での『焼肉ドラ

ゴン』（作・演出：鄭義信）に常連客のアコーディオン弾きの役で出演。２０１８年公開の

映画にも出演している。こまつ座では『夢の泪』『太鼓たたいて笛ふいて』『花よりタン

ゴ』（演出：栗山民也）『円生と志ん生』『連鎖街のひとびと』（演出：鵜山仁）『きらめく

星座』（演出：木村光一）などに出演。 

＜コメント＞ 

もう１２年ぶりですか？前回は息子が一歳の時の長い旅公演で、メールで送られてくる写真が楽しみだった

記憶があります。その息子も中学生になり公演を楽しみにしてくれています！『兄おとうと』も素敵な歌がたく

さんあります。今回、新たな出演者たちと素敵な時間を作れたらいいなと思います。楽しみにしてください！  



■公演情報■ 
こまつ座第 1６１回公演 『兄おとうと』 

作 ： 井上ひさし   演出 ： 鵜山 仁 

 

■キャスト 

横田栄司   彩吹真央   岡本圭人   霧矢大夢   松角洋平   平体まひろ   朴 勝哲（演奏） 

 

■スタッフ 

音楽     宇野誠一郎      美術     乘峯雅寛           照明     服部 基 

音響     秦 大介        振付     謝 珠栄            衣裳     前田文子 

歌唱指導  満田恵子        宣伝美術  チャーハン・ラモーン   アクション  渥美 博 

演出助手  中嶋彩乃         舞台監督  森 和貴              統括     井上麻矢 

 

東京公演 

■公演日程 

  ２０２６年１０月 11 日（日）～11 月 1 日（日） 

 

 

 

 

 

 

※上演時間：３時間００分予定（休憩含む）。 

※当日券：開演 1 時間前より劇場入り口にて販売。  ※開場：開演の 30 分前。   

※１０月２２日（木）・２３日（金）は貸切公演。  

※11 月 1 日（日）の東京公演千穐楽のみ１２：００開演。 

 

★スペシャルトークショー ： 10 月 18 日（日）・20 日（火）・27 日（火）・29 日（木）各公演、終演後に開催。 

   登壇者: 10 月 18 日（日） 鵜山 仁（演出） 

10 月 20 日（火） 横田栄司 彩吹真央 岡本圭人 霧矢大夢 

10 月 27 日（火） 彩吹真央 霧矢大夢 平体まひろ 

10 月 29 日（木） 横田栄司 松角洋平 平体まひろ 

※トークショーは開催日以外のチケットをお持ちの方でもご入場いただけます。  

ただし、満席になり次第締め切らせていただくことがございます。 

※登壇者は都合により変更の可能がございます。 

 

■会場 

  紀伊國屋サザンシアターTAKASHIMAYA  

（東京都渋谷区千駄ヶ谷 5-24-２ タカシマヤタイムズスクエア 南館７F） 

 

■料金 

入場料  ： 9,500 円 （全席指定・税込み）  

夜公演  ： 8,500 円 （全席指定・税込み） 

U－30  ： 7,000 円 （観劇時３０歳以下）  

高校生以下  ： 3,000 円 （こまつ座のみ取り扱い） 

 

10月 11月

11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日 1日

日 月・祝 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

ヒル -
13:00

休

13:00 13:00 13:00 13:00 13:00
★

休

13:00
★

13:00
貸切 貸切

13:00 13:00

休

13:00
★

13:00 13:00
★

13:00 13:00
12:00

ヨル 18:00 -
演

- 18:00 - 18:00 -
演

- 18:00 - - 18:00 -
演

- 18:00 - - 18:00 -



 

■チケット取り扱い 

［こまつ座］ 03-3862-5941 

［こまつ座オンラインチケット］ https://www.komatsuza.co.jp/ 

［MITT TICKET］ 03-6265-3201 （平日 12:00～17:00） 

［チケットスペース］ 03-3234-9999 （10:00～15:00 ※休業日除く） 

［チケットぴあ］ https://w.pia.jp/t/aniotouto/ ※セブン-イレブン店内端末にて直接ご購入いただけます。 

［ローソンチケット］ https://l-tike.com/aniotouto/ （L コード:35308） 

 ※ローソン・ミニストップ店内 Loppi にて直接ご購入いただけます。 

［イープラス］ https://eplus.jp/aniotouto/ ※ファミリーマート店内端末にて直接ご購入いただけます。 

［カンフェティ］ 050-3092-0051（平日 10:00～17:00） 

https://confetti-web.com/@/komatsuza 

［キノチケットカウンター］ 新宿東口・紀伊國屋書店新宿本店１階インフォメーションカウンター内 

（店頭販売 10:00～18:30） 

［キノチケオンライン］ https://store.kinokuniya.co.jp/ticket/ 

 

■鑑賞サポート ： １０月１１日（日）・１１月１日（日）を除く全公演で聴覚サポート用の台本タブレットの貸し出しあり。 

 

■こまつ座２０２６年５作品観劇特典キャンペーン 対象作品 

こまつ座が２０２６年に上演する５作品「国語事件殺人辞典」「花よりタンゴ」「マンザナ、わが町」「頭痛肩こり 

樋口一葉」「兄おとうと」すべてにご来場のお客様にオリジナルグッズをプレゼントいたします。 

 

大阪公演  

■主催 茨木市文化・子育て複合施設おにクル 

■公演日程 ２０２６年１１月３日（火・祝） 16：00 開演 

■会場 茨木市文化・子育て複合施設おにクル ゴウダホール 

■料金 （いずれも全席指定・税込み） 

A 席 5,000 円 ／ B 席 3,500 円 ／ U25 割 2,000 円（観劇時２５歳以下） 

■チケット取り扱い  

おにクルチケットセンター 

インターネット https://piagettii.s2.e-get.jp/onikuru/howto/buy/buy_top.html 

電話 0570-02-9696 

窓口 M2 階 おにクルオフィス 

 

 

■こまつ座オフィシャルスポンサー 

長谷川芳博（長谷川トラストグループ株式会社代表取締役会長兼社長） 

 

 

取材・宣伝などお問合せ 
こまつ座 制作部 

〒111-0052 東京都台東区柳橋 1-30-5-503 

TEL 03-3851-5165／FAX 03-3865-9196 

Mail：seisaku@komatsuza.co.jp 


